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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成27年10月29日(2015.10.29)

【公表番号】特表2014-529575(P2014-529575A)
【公表日】平成26年11月13日(2014.11.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-062
【出願番号】特願2014-529116(P2014-529116)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/632    (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/622    (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/00     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/64     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/02     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ   35/00     １０８　
   Ｃ０４Ｂ   35/00     　　　Ｄ
   Ｃ０４Ｂ   35/00     　　　Ｅ
   Ｃ０４Ｂ   35/00     　　　Ｘ
   Ｃ０４Ｂ   35/64     　　　Ｌ
   Ｂ２２Ｆ    3/02     　　　Ｍ
   Ｂ２２Ｆ    3/10     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月3日(2015.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セラミック製または金属製の成型物製造用のバインダーＢであって、
　Ｂ１）４０～９５質量％の少なくとも一種のポリオキシメチレンホモポリマーまたはコ
ポリマーと、
　Ｂ２）２～６０質量％の、ポリ－１，３－ジオキソラン、ポリ－１，３－ジオキサン、
ポリ－１，３－ジオキセパン、ポリテトラヒドロフラン、ポリ－ｐ－ジオキサノン及びこ
れらのコポリマーから選ばれる少なくとも一種のポリエーテルと、
　Ｂ３）２～１５質量％の、
　式（Ｉ）の構造単位をもつポリヒドロキシアルカノエート
【化１】

［式中、Ｒ３は、－（ＣＨ）ｙ（ＣＨ２）ｘＣＨ３基（式中、ｘは０～２の整数であり、
ｙは０～１の整数であり、Ｒ４は（－ＣＨ２－）ｚ基（式中、ｚは１～５の整数である）
］と、
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　式（ＩＩ）の構造単位をもつ重縮合物
【化２】

［式中、Ｒ５は（－ＣＨ２－）ｍ基（式中、ｍは２～４の整数であり）、Ｒ６は
（－ＣＨ２－）ｎ基（式中、ｍは２～４の整数である）］と、 
　一般式（ＩＩＩ）の構造単位をもつポリアルキレンカーボネート
【化３】

［式中、Ｒ７は（Ｃ１－Ｃ６）－アルキレン基である］と、
　これらの立体異性体やコポリマーと、
から選択される少なくとも一種の脂肪族ポリエステルと、
を含み、成分Ｂ１）とＢ２）とＢ３）の合計が１００質量％であるバインダーＢ。
【請求項２】
　Ｂ１）５０～９０質量％の少なくとも一種のポリオキシメチレンホモポリマーまたはコ
ポリマーと、
　Ｂ２）５～５０質量％の、ポリ－１，３－ジオキソラン、ポリ－１，３－ジオキセパン
、ポリテトラヒドロフラン、及びこれらのコポリマーから選ばれる少なくとも一種のポリ
エーテルと、
　Ｂ３）３～１２質量％の、ポリ－（Ｃ２－Ｃ４）－アルキレンカーボネート、ポリ－（
Ｃ２－Ｃ４）－アルキレンサクシネート、ポリラクチド、ポリカプロラクトン、ポリヒド
ロキシブタノエート及びこれらの立体異性体とコポリマーから選ばれる少なくとも一種の
脂肪族ポリエステルと、
を含み、成分Ｂ１）とＢ２）とＢ３）の合計が１００質量％である請求項１に記載のバイ
ンダーＢ。
【請求項３】
　金属製またはセラミック製成型物の製造用熱可塑性組成物であって、
　Ａ）４０～６５体積％の少なくとも一種の無機の焼結性粉末Ａと
　Ｂ）３５～６０体積％の、
　Ｂ１）４０～９５質量％の、少なくとも一種のポリオキシメチレンホモポリマーまたは
コポリマーと、
　Ｂ２）２～６０質量％の、ポリ－１，３－ジオキソラン、ポリ－１，３－ジオキサン、
ポリ－１，３－ジオキセパン、ポリテトラヒドロフラン、ポリ－ｐ－ジオキサノン及びこ
れらのコポリマーから選ばれる少なくとも一種のポリエーテルと、
　Ｂ３）２～１５質量％の、
　式（Ｉ）の構造単位をもつポリヒドロキシアルカノエート

【化４】

［式中、Ｒ３は、－（ＣＨ）ｙ（ＣＨ２）ｘＣＨ３基（式中、ｘは０～２の整数であり、
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ｙは０～１の整数であり、Ｒ４は（－ＣＨ２－）ｚ基（式中、ｚは１～５の整数である）
］と、
　式（ＩＩ）の構造単位をもつ重縮合物
【化５】

［式中、Ｒ５は（－ＣＨ２－）ｍ基（式中、ｍは２～４の整数であり）、Ｒ６は
（－ＣＨ２－）ｎ基（式中、ｍは２～４の整数である）］と、 
　一般式（ＩＩＩ）の構造単位をもつポリアルキレンカーボネート
【化６】

［式中、Ｒ７は（Ｃ１－Ｃ６）－アルキレン基である］と、
　これらの立体異性体及びコポリマーと、
の混合物と、
　Ｃ）０～体積５％の分散助剤と、
を含み、成分Ｂ１）とＢ２）とＢ３）の合計が１００質量％である熱可塑性組成物。
【請求項４】
　上記無機焼結性粉末Ａが、金属粉と金属合金粉、金属カルボニル粉末、セラミック粉、
これらの混合物から選ばれる請求項３に記載の熱可塑性組成物。
【請求項５】
　金属製またはセラミック製の成型物製造用の請求項３又は４に記載の熱可塑性組成物の
製造方法。　
【請求項６】
　請求項３または４に記載の熱可塑性成型用組成物から製造される金属製またはセラミッ
ク製成型物。
【請求項７】
　射出成型、押出成型または圧縮により成型物を与え、次いで該バインダーを除去して焼
結する請求項３または４に記載の熱可塑性組成物から金属製またはセラミック製成型物を
製造する方法であって、
　該バインダーを、以下の方法、
　１ａ）酸触媒により成型物から成分Ｂ１とＢ２をバインダー除去する工程と、
　１ｂ）次に、２００～６００℃で、成分Ｂ３と、存在するならＣを熱的にバインダー除
去する工程と、
を有する方法１と、
　２ａ）少なくとも５０質量％のバインダー成分Ｂ２）とＢ３）と、存在するならバイン
ダー成分Ｃ）を成型物から成分Ｂ１）が不溶性である溶媒で抽出する工程と、
　２ｂ）乾燥によりこの成型物から溶媒を除去する工程と、
　２ｃ）続く、この成型物から酸素系雰囲気下で１４０～２００℃で熱的に成分Ｂ１）を
少なとも部分的にバインダー除去する工程と、
　２ｄ）任意に、２００～６００℃で、残存量の成分Ｂ１）とＢ２）とＢ３）及び／又は
Ｃ）を熱的バインダー除去する工程と、
を有する方法２と、
　３ａ）成型物からバインダー成分Ｂ２）とＢ３）の、存在するならバインダー成分Ｃ）
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を、成分Ｂ１）が不溶性である溶媒により少なくとも部分的に抽出する工程と、
　３ｂ）乾燥によりこの成型物から溶媒を除く工程と、
　３ｃ）続く成型物から成分Ｂ１）と残存量の成分Ｂ２）を少なくとも部分的に酸触媒で
バインダー除去する工程と、
　３ｄ）任意に、２００～６００℃で、残存量の残留成分Ｂ１）とＢ２）とＢ３）及び／
又はＣ）を熱的バインダー除去する工程と、
を有する方法３と、
のうちの一つの方法によって成型物を処理することで除去することを特徴とする方法。
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